
「あれから三十年」 

 

 平成八年四月旭中学校に教頭として赴任した。秋に開校五十周年事業がある

ことは知っていたが事務局を務めるとは思ってもいなかった。備忘録から当時

を振り返る。 

旭町で唯一の新制中学校のため実行委員会の同窓会選出の委員は市内全域に

亘っていた。 

事業として秋の記念式典と記念誌の発行を計画していた。会議では委員の、旭

中、時には旭町に対する思いの深さが表れた。事務局としてはやりがいがあっ

たともいえる。 

記念誌は恩師・卒業生のコメントと卒業アルバムの集合写真を掲載する内容

だった。卒業生全員が記念誌の作成に参加したことになりユニークで意味のあ

る企画だった。記念誌は希望者に有償頒布することになったが金額・印刷数で

異論が交差した。 

式典では名古屋出身の清水義範さんに講演を依頼した。高円寺の清水さんの

自宅にお邪魔して戦後五十年・尾張・旭中学校を織り交ぜた内容に決まった。 

本当に五十周年なのか昭和三十六年が創立ではないかという指摘があった。

今更止められないので五十周年に委員全員が納得した。 

実行委員会を締める会議で次回の周年事業が話題になった。五十年の次は七

十五周年か百周年か。結局その時の人が考えるだろうと衆議一決した。あれか

ら三十年。思ったより早くその時が来た。年を重ねるのは早い。 
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